
要介護度４の妻を支える夫。
その夫を支える福祉用具。

ご夫婦は、どんな時もふたり支えあってきました。そんなおふたりは、去年金婚式を笑顔で迎えられました。
奥様は平成 18年、クモ膜下出血に倒れました。それまでは、家事も外出も好きな活発な方でした。病気の後遺

症で車椅子生活を余儀なくされて、生活のほとんどに助けが必要となりました。そんな奥様を、家のことが何ひとつで
きなかったご主人様が介護されています。介護されてから丸５年がすぎました。「一日も早く、妻の回復を願って、介護
ひとすじです」と言われて、今も介護されています。そんなおふたりの生活に必要な福祉用具の一部をご紹介します。

 ● 居宅介護支援事業所 結いの会様、（株）山六様にご支援頂きました。厚く御礼申し上げます●

使用者はどれくらい自分で動くことができるのか？ どこまで助けが必要か？
お手伝いする人は、力があるのかないのか？（持ち上げ動作は少なく）

使用者も介助者も頑張り過ぎてないか？
単純な工夫（種類の交換）で使いやすくならないか？

ベッドの工夫
ベッド柵は使わず、タッチアップを利用する。

深く座らせてもぶつからない

■ 電動背上げ中に、体を挟む危険がない。
■ 寝かせる時に、枕近くに座らせることができる。

    柵や手すりは、目的・使用場所によって使い分けができます。
　 柵や手すりは、たくさん種類があります。
 　専門の業者に相談してみましょう。

立ち上がりや姿勢保持の
ために、本人がつかまる。

車いすの工夫
肘置きの高さを調整

・肘をのせて姿勢崩れを防ぐ。
・肘置きが机にぶつからないようにする。

姿勢崩れ防止策

背中部に三角パッドの入った
クッションを入れることで、姿
勢が崩れないようにする。

シャワーキャリーの工夫
脱衣 → トイレ → シャワーの移乗なし

服を脱がせて座る トイレをそのまま済ませられる

シャワーチェアーから一度も下りずに済ませられる

車椅子に乗ったま
まトイレを済ませ
ることもできる。

浴槽には昇降機で浸かる

ボタンひとつで昇降できる

ここに腰掛ける

そのままシャワーを浴びられる

リハビリを生活に活かす工夫
簡易型平行棒　

手の力を使って歩く練習をする。

トイレやお風呂でもつかまって立って
いられるようになりました。

はじめに

福祉用具利用の際は、目的をより具体的にする。まとめ

適 合
事 例 from 八王子市

訪問看護ステーションいるか
　理学療法士　中村 静江

例えば →

    柵や手すりは、目的・使用場所によって使い分けができます。
　 柵や手すりは、たくさん種類があります。
 　専門の業者に相談してみましょう。


